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多摩川下流部水面等利用者協議会規約 
 
（名称） 
第１条 
  本会は多摩川下流部水面等利用者協議会（以下「協議会」という）と称する。  
 
（目的） 
第２条 

  協議会は、多摩川本川の河口部から多摩川大橋及び海老取川における水面の安

全かつ快適な利用と流水面特有の環境機能の維持・増進を図ることを目的として

策定された「多摩川水系水面利用計画」に基づき水面・水際利用に良好な空間の

実現を図ることを目的とする。 
 

（協議事項） 
第３条 

  協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項について協議する。 
 一 秩序ある水面・水際利用の実現に向けた水辺整備等に関する事項 
 二 その他、水面利用に係わる重要な事項 
 
（構成） 
第４条  

  協議会は、学識者、国土交通省、東京都、神奈川県、沿川自治体、水面を利用

している各種団体の代表者並びに水面利用に係わる各組織の代表者によって構成

するものとし、別表添付に定める者をもって当てる。 
 
（組織） 
第５条 
 一 協議会に会長１名を置き、それぞれの委員の互選によってこれを定める。 
 二 会長は協議会を代表し、会務を掌握する。 

 
（協議会） 
第６条 
 一 協議会は、委員等から開催要請があった場合で会長が必要と認めた時、会

長が招集し、協議会の議長は会長がこれに当たる。 
 二 会長は、必要に応じて協議会に委員以外の関係者の出席を求めることがで

きる。 
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（事務局） 
第７条 
  協議会の事務局は、国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所に置く。 
  
（規約の改正） 
第８条 
  協議会は、この規約を改正する必要があると認めた時は、委員総数の３分の

２以上の同意を得て、これを行うことができる。 
 
（雑則） 
第９条 
  この規約に定めるものの他、必要な事項はその都度協議して定める。 
 
（付則） 
  １ この規約は、平成 15 年 7 月 3 日より施行する。 
  ２ この規約は、平成 19 年 11 月 22 日より施行する。（第４条 変更） 
  ３ この規約は、平成 20 年 12 月 5 日より施行する。（第４条 変更） 
  ４ この規約は、平成 22 年 3 月 4 日より施行する。（第４条 変更） 
  ５ この規約は、平成 23 年 2 月 8 日より施行する。（第４条 変更） 
  ６ この規約は、平成 24 年 1 月 20 日より施行する。（第４条 変更） 
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羽田漁船共同組合 

京浜漁業共同組合 
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